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＜表紙写真＞
（上）トキ
（下）大雨災害（小松市中海町）

　令和４年は、長引くコロナ禍をはじめ、地震や大雨などの自然災害、原材料価格やエネルギー価格の高騰など様 な々
課題に直面した年でした。そうした中にあっても、県民の皆様の命と生活を守るため、関係機関と協力しながらあらゆ
る対策を講じてきました。
　また、28年ぶりに知事が交代した年でもありました。３月に就任した馳知事のもと、幸福度日本一の石川県の実現に
向けて、石川県成長戦略の策定の着手とともに、G7教育大臣会合の誘致、デジタル化やカーボンニュートラルへの対応
など、様 な々取り組みを積極的に行ってきました。
　この県政記録は、こうした令和４年における県政の成果をまとめたものです。幅広くご活用いただき、県政に対してよ
り一層のご理解を賜りますようお願い申し上げます。

はじめに
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January

１月の
主な出来事
 1日 ●県民旅行割の実施（～26日、3月

22日～10月10日）

15日 ●能登牛いただきますキャンペー

ン2022（～31日、3月22日～4

月18日）

 17日 ●小松空港開港60周年記念搭乗

キャンペーン（～3月18日）

21日  ●石川県デジタル化推進計画の策

定

22日 ●「冬の観能の夕べ」公演（29日、2

月5日、12日、3月5日）

23日 ●新型コロナウイルス感染症対策

本部会議の開催（ほか17回（第

52回～68回）

27日 ●石川県動物愛護管理推進協議

会の設置

29日 ●使い捨てプラスチックごみ削減

フェア

1

January

32

能登牛いただきますキャンペーン2022の開催
（15 日～ 31 日、３月 22 日～４月 18 日）

「冬の観能の夕べ」公演（22 日、29 日、２月５日、12 日、３月５日）

使い捨てプラスチックごみ削減フェア（29 日）

新型コロナウイルス感染症対策本部会議の開催
（23 日ほか 17 回（第 52 回～ 68 回））

小松空港開港 60 周年記念搭乗キャンペーン
（17 日～３月 18 日）

　ブランド力強化のため
増産を進めている能登牛
の消費拡大を図るため、
15 日から、能登牛認定
店においてお得なサービ
スやプレゼント企画を実
施する「能登牛いただき
ますキャンペーン 2022」
を開催しました。

　22 日から３月５日まで、県立能楽堂で、本県が誇る伝統芸能の１つである能楽に親しんでもらうため、能、狂言、
仕舞をそれぞれ一番ずつ上演する「冬の観能の夕べ」を開催しました。

　23 日、新型コロナウイルスの
感染拡大防止に向けた対応を協
議するため、新型コロナウイルス
感染症対策本部会議を開催しま
した。
　会議は 23 日のほか、年内に
17 回開催し、飲食店への営業時
間短縮要請や県民への注意喚起
など、様々な対策を決定しまし
た。

　29 日、海洋汚染の原因とな
っているプラスチックごみ問題
などについて、家族みんなで楽
しみながら学ぶことができる

「使い捨てプラスチックごみ削
減フェア」を開催しました。
当日は、セミナーや体験コーナ
ー、環境配慮型製品の展示など
を行いました。

　小松空港開港 60 周年を記念して、小松空港発着便の搭乗者に、抽選で
旅行券または石川県や就航地の特産品をプレゼントする「小松空港開港 60
周年記念搭乗キャンペーン」を実施しました。

＜能＞ ＜狂言＞
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February
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February

54

２月の

主な出来事
 3日 ●㈱エスプールグローカル進出表明

（9月13日：増設表明）

 4日 ●加賀東芝エレクトロニクス㈱増設

表明

 5日 ●冬の夜の誘客イベント（～24日）

 11日 ●いしかわ県民ワクチン接種センタ

ーの設置

  ●いしかわ伝統工芸フェア2022（～

13日）

21日  ●石川県事業復活支援金の創設

22日 ●石川県国民保護共同図上訓練

  ●再生可能エネルギー推進計画の改

定

25日 ●石川県デジタル化推進アドバイザ

ーへの委嘱状交付

28日 ●石川県と株式会社NTTドコモとの

連携協定締結

いしかわ伝統工芸フェア 2022（11 ～ 13 日）

石川県デジタル化推進アドバイザーへの委嘱状交付（25 日）

石川県と株式会社NTTドコモとの連携協定締結（28 日）

㈱エスプールグローカル進出表明
（３日、増設表明：９月 13 日）
加賀東芝エレクトロニクス㈱増設表明（４日）

いしかわ県民ワクチン接種センターの設置（11 日）

　11 日から 13 日の３日間、東京国際フォーラムで、県内 36 業種の工芸品が一堂に並ぶ「いしかわ伝統工芸フェア
2022」を、２年ぶりに会場を設けて開催しました。
　今回は「暮らしを愉しむ工芸」をテーマに 54 の企業・団体が出展し、石川の多彩な工芸品を展示・販売しました。

　28 日、株式会社 NTT ドコモと、「石川県のデジタル化の推進に関する連携協定」を締結しました。県庁で締結式が
行われ、知事と株式会社 NTT ドコモの井伊基之代表取締役社長が協定書に署名しました。
　県と株式会社 NTT ドコモは、この協定に基づいて、県内の 5G 環境の整備促進や、県内企業の 5G 利活用に向けた
取り組みを支援するなど、デジタル化を推進し、本県の活力向上に繋げていきます。

　３日、東京都に本社を置き、民
間企業や自治体の事務作業の受託
を行う株式会社エスプールグロー
カルより、かほく市に事業所を開
設する旨の報告を受けました。
　民間企業や自治体によるアウト
ソーシングの需要の高まりに対応
するため、新たな拠点を開設する
こととなりました。
　また、９月 13 日、本県２か所

目となる事業所を小松市に開設する旨の報告を受けました。

　25 日、北陸先端科学技術大学
院大学副学長 ・教授の丹康雄氏
に、石川県デジタル化推進アド
バイザーの委嘱状を交付しまし
た。
　県のデジタル化の取り組みに
ついて、専門的な見地から助言
をいただきました。

　11 日、新型コロナワクチン
の追加接種が開始されたこと
に伴い、希望者への円滑な接種
を促進するため、県庁 19 階展
望ロビーに県直営の接種セン
ターを設置しました。

　また、４日、パワー半導体を製造する加賀東芝エレクトロニクス株式会
社より、能美市の自社敷地内に、工場を増設する旨の報告を受けました。
　今回の増設は、電気自動車や産業機械など幅広い用途で使われるパワー
半導体の旺盛な需要に対応するためのもので、現在と比べ、生産能力を２．
５倍に高めることを目的としています。
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March

6

３月の

主な出来事

7

 4日 ●いしかわ版里山づくりISOの認証

（7月21日）

 5日 ●県立図書館建物見学ツアー第2弾

及びこどもエリア体験会（～6日）

 7日 ●いしかわ共生社会づくりモデル地

域コミュニティの認定

 9日 ●いしかわ就職フェア（～10日、6月

21日～22日）

 12日 ●いしかわ動物愛護フォーラム

 18日 ●金沢港・神戸港とのクルーズ振興

に関する連携協定締結（9月15日：

連携記念クルーズの寄港）

  ●土口川2号　通常砂防事業の完成

（珠洲市大谷町地内）

  ●狼煙　地すべり対策事業の完成

（珠洲市狼煙町地内）

19日  ●能登の旅情報センターのリニュー

アルオープン

23日  ●児童生徒1人1台タブレット端末の

整備完了

24日 ●災害救助犬審査会の開催

27日  ●馳浩知事が就任

28日  ●かほく市国道159号交通安全対策

事業＜七塚地区＞完成に「感謝す

る集い」（完成：3月28日、感謝する

集い：5月28日）

  ●警察本部の組織機構を改革「生活

安全部サイバー犯罪対策課」を設置

（28日）

  「警備部総合警備対策課」を設置

（11月1日）

いしかわ就職フェア（９～ 10 日、６月 21 日～ 22 日）

金沢港・神戸港とのクルーズ振興に関する連携協
定締結（18 日）
連携記念クルーズの寄港（９月 15 日）

災害救助犬審査会の開催（24 日）

馳浩知事が就任（27 日）

能登の旅情報センターのリニューアルオープン（19 日）

　９日、10 日、６月 21 日、
22 日、県内企業の人材確保
の支援及び学生の県内就職
を促進するため、大学生等
の就職活動の開始に合わせ、
県内企業と学生が直接出会
う機会を提供する合同企業
説明会「いしかわ就職フェ
ア」を開催しました。

　18 日、 県 は 神 戸 市 と、
クルーズ船の誘致促進と両
港の発展に向けて、「神戸
港と金沢港の連携に関する
協定」を締結しました。

　９月には、協定締結の成果の第一弾として、日本クルーズ客船株式会社
の協力のもと、神戸港から金沢港を結ぶ連携協定記念クルーズを運航しま
した。

　24 日、県森林公園で、災害救助犬審査会を開催
しました。
　審査会は、地震等による災害発生時に、倒壊家
屋の下敷きになった被災者の捜索活動を行う災害
救助犬の出動体制を整備するために行っています。
審査の結果、災害時の捜索活動に対応できる能力
があると認められた犬は、県の災害救助犬として
１年間委嘱します。

　27 日、馳浩知事が就任し、28 日、県庁へ初登庁しました。

　平成 15 年にのと里山空港の開港に合わせオープンした「能登の旅情報センター」が 19 日、リニューアルオープン
しました。
　今回のリニューアルでは、到着ロビーからセンター内を見やすくしたほか、パンフレットを専用棚に集約するなど、
より機能的で分かりやすいレイアウトになっています。さらに、催事スペースを確保し、能登地域の特産品の PR 等
を定期的に実施しています。

6 7



4

April

４月の

主な出来事
1日  ●「いしかわ医療的ケア児支援センタ

ー」の開設
  ●のとじま水族館開館40周年記念キャ

ンペーン（～令和5年3月31日）
  　開館40周年記念式典（7月17日）
  　「光のカーテン」演出の開始（7月17

日）
  ●能登ふるさと博（～令和5年3月31

日）
  ●「加賀の國」広域観光イベント（～令和

5年3月31日）
  ●加賀百万石回遊ルート誘客の取り組み
  　SAMURAI PASSPORTの販売（～令

和5年3月31日、12月1日：デジタル
化）

  　重ね捺しスタンプラリー（～令和5年
3月31日）

  　ライトアップイベント等ルート上での
イベント（5月3日～5日、8月11日～
14日、9月17日～18日、11月5日～6
日、12日～13日、19日～20日、26日
～27日）

  ●「日本の美は、北陸にあり。」キャンペー
ン（～11月30日）

  ●いしかわ森林環境税の第4期がスタ
ート

  ●近世史料編さん室の設置
 3日 ●金沢城・兼六園四季物語（～9日、28日

～5月8日、6月3日～5日、7月1日～2
日、8日～9日、8月11日～14日、10月
14日～16日、11月3日～27日）

 6日 ●交通安全県民運動（～15日、7月11日
～20日、9月21日～30日、12月11日
～20日）

 8日 ●県の組織機構を改革(6月22日、9月
20日)

  　県民文化スポーツ部（4月8日）
  　「図書館」を設置（教育委員会から知事

部局へ移管・拡充）
  　「いしかわ百万石文化祭推進室」を設置

（「国民文化祭準備室」を改組）
  　企画振興部（6月22日、 9月20日）
  　「成長戦略推進室」を設置
  　「G7教育大臣会合推進室」を設置
11日  ●北陸三県と大手旅行会社が連携した

誘客キャンペーン（～令和５年3月）
18日  ●石川県民飲食店応援食事券の発行

（～12月15日）
28日  ●いしかわ・金沢　風と緑の楽都音楽

祭2022（～5月5日）
29日  ●金沢駅での臨時検査拠点の設置（～5

月7日、8月9日～18日、12月26日～
令和5年1月10日）

のとじま水族館開館 40 周年記念キャンペーン
（１日～令和５年３月 31 日）
のとじま水族館開館 40 周年記念式典（７月 17 日）

SAMURAI PASSPORT の販売（１日～）
デジタル化の実施（12 月１日）

石川県民飲食店応援食事券の発行（18 日～ 12 月 15 日）

いしかわ・金沢　風と緑の楽都音楽祭 2022（28 日～５月５日）

金沢駅での臨時検査拠点の設置
（29 日～５月７日、８月９日～ 18 日、12 月 26 日～令和５年１月 10 日）

　昭和 57 年７月に開館した「のとじま水族館」が今年で 40 周年を迎え、
１日から開館 40 周年記念キャンペーンを実施しました。
　キャンペーン中は、特別バージョンのイルカ・アシカショーやクイズラ
リー、飼育員なりきり体験など、さまざまなイベントを開催しました。

　18 日から、新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい経営環境に置かれている飲食店を支援するため、県独自
のプレミアム付き食事券である「石川県民飲食店応援食事券」を発行しました。
　お得に飲食店を利用できる食事券として、75 万冊、総額 90 億円分を販売し、多くの方に利用いただきました。

　帰省等を通じた新
型コロナウイルス感
染 拡 大 防 止 の た め、
金沢駅の隣接地に臨
時無料検査拠点を設
置し、帰省客を中心
に希望者への検査を
実施しました。

　28 日から５月５日まで、クラシック音楽の祭典「いしかわ・金沢　
風と緑の楽都音楽祭 2022」を開催しました。
　今回は「ロマンのしらべ　金沢が浪漫に染まる」をテーマに、国内
外のトップアーティストたちが、県立音楽堂を中心におよそ 160 公演
を行いました。
　期間中は、オーケストラによる迫力ある演奏や石川ならではの伝統
芸能のコラボレーション、小さなお子様から楽しめるキッズプログラ
ムなど、さまざまな企画を実施しました。

　長町武家屋敷跡界隈から金沢城公園、兼六園、本多の森公園へと続く「加
賀百万石回遊ルート」上の 12 の文化施設に、２日間で何度も入場可能な
フリーパス・SAMURAI PASSPORT の販売を、１日から開始しました。
　また、12 月１日からは、スマホでの購入・提示が可能になりました。

　７月 17 日には記念式典を
行い、園児らが踊りを披露す
るなど、関係者が 40 年の節
目を祝いました。
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May

10

５月の

主な出来事

11

 1日 ●県指定希少野生動植物種第5次

指定

 6日 ●能登地域トキ放鳥受入推進協議

会の設置・開催（7月24日：能登地

域トキ放鳥推進シンポジウム、8

月5日：トキ放鳥候補地の決定）

 7日 ●いしかわインターンシップフェス

2022

 12日 ●2024年秋の北陸デスティネーシ

ョンキャンペーン(北陸DC)の開

催決定

 13日 ●福井鋲螺㈱増設表明

 15日 ●第22回石川県障害者スポーツ大

会（21日～22日、28日～29日）

18日 ●DMO 六本木連携 MICE 向けコ

ンテンツ協創事業に係る体験・評

価会の実施（～20日）

19日 ●ディーズセキュリティ㈱増設表明

23日 ●石川県防災会議

25日 ●いしかわ百万石文化祭2023 第

4回実行委員会総会

29日 ●女性消防団員専門知識向上セミ

ナー

  ●都市計画道路北国街道線完成を

祝う会

いしかわインターンシップフェス 2022（７日）

福井鋲螺㈱増設表明（13 日）　ディーズセキュリティ㈱増設表明（19 日）

2024 年秋の北陸デスティネーションキャンペーン（北陸 DC）の開催決定（12 日）

能登地域トキ放鳥受入推進協議会の設置・開催
（６日）
能登地域トキ放鳥推進シンポジウムの開催

（７月 24 日）
トキ放鳥候補地の決定（８月５日）

　国がトキの放鳥候補地の公
募を開始したことを受け、６
日、県、能登の４市５町及び
関係団体で「能登地域トキ放
鳥受入推進協議会」を設置し、
能登地域を放鳥候補地として、
県と４市５町の連名で名乗り
を上げました。

　７月 24 日には、先進地で
ある新潟県佐渡市などの取り
組みを学ぶ「能登地域トキ放
鳥推進シンポジウム」を開催
しました。
　シンポジウムでは、基調講
演やパネルディスカッション
を行い、地元自治体や農業団
体の関係者、鳥の愛好家など、
およそ 400 人が参加しました。

　そして８月５日、能登地域が、島根県出雲市とともに、放鳥候補地に選
定されました。
　今後、早ければ令和８年度となる放鳥に向けて、放鳥までに必要となる
取り組みなどをまとめたロードマップの策定をはじめ、さまざまな準備を
進めていくこととしています。

　７日、県産業展示館４号館で、県内企業の採用担当者等が、
夏季期間に開催されるインターンシップの説明を行う「いし
かわインターンシップフェス 2022」を開催しました。

　JR グループ６社と地元自治体、経済・観光事業者等が協働で実施する大
型観光キャンペーン「デスティネーションキャンペーン」の開催地が北陸三
県に決定し、12 日、JR 西日本金沢支社長から知事に対して開催決定通知書
が手渡されました。
　開催期間は、北陸新幹線県内全線開業後の 2024 年 10 月から 12 月までの３カ月間で、北陸三県での開催は新幹線
金沢開業の 2015 年以来、９年ぶりの開催となります。
　期間中は、オープニングイベントを始め、各種イベントが開催される予定となっており、全国からの誘客が期待さ
れます。

　19 日、防犯カメラ等の販売を行うディーズセキュリティ株式会社より、金沢市内で用地を取得し、工場を増設する
旨の報告を受けました。
　今回の増設は、海外で生産している防犯カメラを内製化し、開発から製造、出荷までを一貫して行うことを目的と
しています。

　13 日、リベットやネジなどの金属部
品の製造を行う福井鋲螺株式会社より、
加賀市内で用地を取得し、工場を増設
する旨の報告を受けました。
　今回の増設は、電気自動車やハイブ
リッド車の需要拡大に伴う、蓄電池用
部品の供給能力を向上させることを目
的としています。＜福井鋲螺㈱＞ ＜ディーズセキュリティ㈱＞
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June

６月の
主な出来事
   ２日　●エネックス㈱増設表明

 3日 ●山王2号　急傾斜地崩壊対策事業

の完成（金沢市山王町2丁目地内）

 8日 ●野生絶滅以降県内初となるコウノ

トリのヒナの誕生と巣立ち（～8月

5日）

18日  ●UIターン合同企業説明会（7月23

日、8月27日、10月8日、11月12日、

12月11日)

19日  ●能登地方を震源とする地震（～20

日）

20日 ●いしかわ耕稼塾開講式

　

21日  ●いしかわお試しテレワーク移住支

援事業の実施

22日 ●デジタル化設備導入支援事業（企

業連携枠）の開始

  ●いきいきシニアドライブ相談会・電

動車いす安全講習（他11回）

　

23日 ●金沢港・七尾港カーボンニュートラ

ルポート協議会の設置

29日 ●白山火山防災訓練

  ●一般社団法人石川県ペストコント

ロール協会と「高病原性鳥インフ

ルエンザ等家畜伝染病の発生時

における緊急防疫措置に関する

協定」の締結

金沢港・七尾港カーボンニュートラルポート協議会の設置（23 日）

能登地方を震源とする地震（19 日～ 20 日）

UI ターン合同企業説明会
（18 日、７月 23 日、８月 27 日、10 月８日、11 月 12 日、12 月 11 日）

　23 日、金沢港及び七尾港におけるカーボンニュートラルを進めるため、官民が一体となった金沢港・七尾港カーボ
ンニュートラルポート協議会を設置し、第１回協議会を開催しました。
　協議会では、カーボンニュートラルポート形成計画の策定を目指して、議論を進めています。

　19 日から 20 日にかけて、能登地方を震源とした地震
が発生し、珠洲市では震度６弱を観測し、住宅や神社な
どに被害が発生しました。
　県では、19 日に災害対策本部を設置し、被害の状況把
握や復旧に向けた対応に取り組みました。

　新型コロナウイルスの影響により、都市圏において地方への移住に関心
が高まっていることから、UI ターン希望者と県内企業とのマッチングを促
進するため、合同企業説明会を開催しました。説明会は東京、大阪会場の
ほか WEB でも開催し、UI ターン希望者に向けて、県内企業の魅力を PR
しました。

　８日までにヒナ３羽の誕生が確認され、８月上旬に３羽の巣立ちが確認
されました。

野生絶滅以降県内初となるコウノトリのヒナの誕
生と巣立ち（８日～８月５日）

　コウノトリは、国の国内
希少野生動植物種および特
別天然記念物に指定される
希少鳥類の一種です。
　1986 年の日本産コウノ
トリの絶滅以降、県内初と
なるヒナが誕生しました。

　　　　　　　　　　撮影：志賀町生涯学習課
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　開館に先立ち、さまざまな取り組みを実施。新しい県立図書館の魅力を PR しました。

　令和３年 12 月に建物本体が
完成し、内部の整備も概ね完
了したことから、３月５日に
建物竣工式を開催しました。
　竣工式では、加賀五彩を用
いた新たな図書館カードのデ
ザインを発表したほか、屋内
広場に展示している、本県を
代表する名匠による伝統的工
芸品による装飾作品をお披露
目しました。

　開館に先立ち、利用者カードの事前登録会を行いました。
　カードの作成はもちろん、従来のカードからの切り替えも可能で、
多くの人が登録に訪れました。

　７月 16 日、県立図書館が開館しました。
　外観はタイル貼りのパネルとガラスを交互に折り重ね、本のページをめくるイメージに、内部は吹き抜けを本が取
り囲む円形劇場のような空間となっており、閲覧エリアには旧県立図書館の約３倍となる約 30 万冊の本が並んでい
ます。
　当日は午前中に記念式典を開催し、 集まった約 170 人の関係者が開館を祝いました。。

　また、５日と６日には、県民向け建物見学ツアー第２弾とこどもエリア体験会を実施しました。
　見学ツアーでは、閲覧エリアに本が並び、ソファーなどの家具が搬入され、図書館らしい姿となった館内を案内
しました。さらに、こどもエリア体験会では、読み聞かせ体験会やミニ見学ツアーなどを実施しました。

新しい石川県立図書館、開館
　金沢市本多町にあった図書館の老朽化等に伴い、2016 年から移転の検討、そして整備を進めてきた石川県
立図書館。金沢市小立野にて７月 16 日に開館を迎えました。

建物竣工式（３月５日）

建物見学ツアー第２弾・こどもエリア体験会（３月５日、６日）

利用者カード事前登録会（７月２日～３日、９日～ 10 日）

開館記念式典（７月 16 日）

＜建物見学ツアー＞ ＜こどもエリア体験会＞

14 15



7

July

７月の
主な出来事
 １日 ●いしかわ家庭版環境ISO「省エネ・

節電アクションプラン」の実施（～
９月30日）

  ●「いしかわクールシェア」の実施
（～９月30日）

  ●南竜ケ馬場野営場公衆トイレの
供用開始

  ●新型コロナウイルス感染症借換
融資の創設

  ●省エネ投資促進支援融資の創設

 ２日 ●石川県立図書館利用者カード事
前登録会（～３日、９日～10日）

  ●「観能の夕べ」公演（9日、16日、23
日、30日、８月６日、13日、20日、27
日）

  ●いしかわジュニアアスリート発掘
事業スポーツ能力測定会＆スポ
ーツ見本市（～３日）

 ５日 ●石川県地域公共交通等運行継続
特別支援金の創設

  ●赤ちゃん協議会（11月24日）

 ７日 ●のと里山空港開港20年目突入キ
ャンペーン「能登の里山里海の恵
みオーナー権プレゼントキャンペ
ーン」（～12月31日）

 ８日 ●シェイクアウトいしかわ（県民一
斉防災訓練）

  ●石川県電気自動車等購入促進事
業費補助金制度の創設

 10日 ●いしかわ師範塾設立10周年記念
式典・教育実践発表

11日  ●CKD㈱進出表明

12日  ●県庁に「まちのり」ポートを設置

16日 ●県立図書館の開館

  ●㈱ワイエムシイ増設表明

21日  ●北陸三県知事懇談会

  ●シグマ光機㈱増設表明

22日 ●県産米消費拡大キャンペーン（～
令和５年１月31日）

  ●公立夜間中学開設検討会の設置・
開催（10月３日、11月25日）

25日 ●谷本正憲氏に名誉県民称号を贈
呈

28日 ●子ども消防学校（～29日）

31日 ●北陸新幹線新駅舎見学会＆レー
ルウォーク（９月４日）

  ●武藤敬司さんに石川県観光大使
を委嘱

赤ちゃん協議会の開催（５日、11 月 24 日）

ＣＫＤ㈱進出表明（11 日）

県庁に「まちのり」ポートを設置（12 日）

北陸三県知事懇談会の開催（21 日）

谷本正憲氏に名誉県民称号を贈呈（25 日）

武藤敬司さんに石川県観光大使を委嘱（31 日）

北陸新幹線新駅舎見学会＆レールウォークの開催（31 日、９月４日）

　県内全市町、産科医を派遣する大学、県立中央病院、県医師会等の関係
者からなる「赤ちゃん協議会」を設置しました。
　５日に開催された第１回協議会では、産科医の確保や地域偏在の解消な
ど、今後の周産期医療のあり方について、検討を行いました。

　11 日、愛知県に本社があり、機械装置等を製造する CKD（株）が、小
松市への工場進出を表明しました。
　今回の進出は、半導体需要の拡大による生産能力の強化と、生産拠点を
分散させることで BCP 対策を図るものです。
　新工場では、半導体製造装置に組み込まれる機器を製造する予定です。

　21 日、初めて北陸三県の知事による懇談会を開催しました。
　懇談会では、北陸三県が連携した広域観光の具体の取り組みを
進めていくことなどについて合意しました。

　12 日、県庁の敷地内に金沢市が運営する公共シェアサイクル「まちのり」
のポートが設置されました。
　県庁ポートの設置当日は、知事と村山金沢市長による試乗も行われました。

　25 日、谷本正憲前石川県知事へ石川県名誉県民称号を贈呈しました。
　石川県名誉県民制度は、社会の発展、学術文化の振興に卓越した功
績があり、県民が誇りとする方を顕彰するため、平成４年に創設した
ものです。 これまで６人の方が選定されており、今回の谷本前知事が
７人目の名誉県民となりました。
　谷本前知事は、知事として７期 28 年にわたり、本県の発展に尽力
され、「個性・交流・安心のふるさとづくり」を通じて、石川県の日本
海側のトップランナーとしての地位を築かれました。

　31 日、プロレスラーの武藤敬司さんに「石川県観光大使」を委嘱し
ました。
　石川県観光大使は、タレントなど、全国的な知名度が高い著名人に
県知事が委嘱をするもので、それぞれの活動の場で石川県の魅力を PR
いただくものです。
　プロレスの興行に合わせて行われた交付式では、知事から委嘱状と
県産米「ひゃくまん穀」100 キロの目録が手渡されました。

　北陸新幹線の県内全線開業が間近に迫っていることを
実感してもらい、開業に向けた気運の醸成を図るため、
コンコースやホームを見て回る新駅舎見学会と、新幹線
が実際に走るレールの上を歩くレールウォークを開催し

ました。
　 ７ 月 に 小 松
駅、９月に加賀
温 泉 駅 で 開 催
し、両駅合わせ
て約 600 人が参
加しました。
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August

８月の
主な出来事
 １日 ●県産農林水産物のブランド化

「百万石の極み」認定書交付式（６
日、９月17日：認定記念イベント、
17日、18日、23日、10月28日：首
都圏トップセールス）

  ●いしかわパパ子育て応援キャン
ペーン（～令和５年１月）

  ●「いしかわエコレンジャー」の認定
（～31日）

  ●海外アンテナショップの開設（実
店舗：～令和５年１月31日、オン
ライン：４月１日～令和５年１月
31日）

 ４日 ●８月４日からの大雨災害（12日：８
月大雨災害に関する義援金受付
窓口の設置）

 ６日 ●レトロ建築ボランティアガイドの
常駐化

 14日 ●県内トップスポーツチームと連携
したスポーツ教室等の実施（ほか
９日）

17日  ●IRいしかわ鉄道金沢以西延伸に
係る並行在来線の資産譲渡に係
る基本合意

  ●2022いしかわミュージックアカ
デミー（～26日）

20日 ●いしかわ環境フェア2022/いし
かわの里山里海展2022（～21
日）

  ●珠洲道路（正院町小路～蛸島町）
起工式

21日  ●主要地方道宇出津町野線（宇出津
山分～上町）起工式

25日 ●西部緑地公園再整備構想検討委
員会の開催（12月27日）

29日 ●新幹線県内全線開業PR戦略実行
プラン策定委員会（11月29日、３
月24日）

30日 ●石川県消防学校機能強化検討会
（10月31日、12月20日）

31日 ●中小企業庁及び中部経済産業局
並びに中小企業基盤整備機構と
石川県との「石川県中小企業者等
支援に関する連携協定」の締結

「百万石の極み」認定書交付式（１日）
認定記念イベントの開催（６日、９月 17 日）
首都圏トップセールス（17 日、18 日、23 日、10 月 28 日）

　県では、県産農林水産物のブラ
ンド化を進めるため、令和２年に

「石川県の特色ある農林水産物を
創り育てるブランド化の推進に
関する条例」を制定しています。

　その条例に基づき、１日、石川県産ブランド農
林水産物「百万石の極み」として 20 品目を認定し、
同日、認定書交付式を実施しました。
　認定式では、「百万石の極み」の統一デザインと
して、豊かな実りを「百」に見立てたデザインの
ロゴマークもお披露目されました。

　認定を契機に、県内では、金沢駅やしいのき迎賓館などで PR イベント
を開催しました。
　ルビーロマンや能登牛の試食配布や百万石の極みを使った飲食物の販売
などを行い、会場は多くの人でにぎわいました。
　そのほか、首都圏において、ルビーロマントップセールスの実施や『能
登牛』お披露目会を開催するなど、「百万石の極み」の認知度向上のための
取り組みを進めています。

８月４日からの大雨災害（４日～）

中小企業庁及び中部経済産業局並びに中小企業基盤整備機構と石川県との
「石川県中小企業者等支援に関する連携協定」の締結（31 日）

　８月はじめ、県内は加賀地方を中心に記録的な大雨に見舞われ、梯川の支流の鍋谷川が氾濫するなど、多くの住宅
や農地などに甚大な被害が発生しました。
　県では４日から災害対策本部を設置し、関係機関と連携して、被害の状況把握や復旧に向けた対応にあたりました。

　31 日、中小企業庁・中部経済産業局・中小企業基盤整備機構と
石川県の間で「石川県中小企業者等支援に関する連携協定」を締
結しました。
　事業者に寄り添い経営課題の解決を図る「伴走支援」を推進す
る全国初の協定であり、セミナーや専門家の派遣などを行い、事
業者への支援や成長の後押しを強化していきます。

　また一連の大雨による災害を受け、４日、県災害対策ボランティア本部を設置し、ボランティア活動への支援を行
いました。
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Septem
ber

９月の
主な出来事
 １日 ●備えて安心！いしかわ防災キャン

ペーン（～10日）

  ●広上淳一氏のOEKアーティステ
ィック・リーダー就任及び記念公演

（18日）

  ●「いしかわ難聴児相談支援センタ
ー」の開設

 ５日 ●石川県成長戦略会議の設置

 ６日 ●（有）みやけ食品増設表明

 ８日 ●陽性者登録・フォローアップセン
ターの設置

 11日 ●「いしかわジュニアアートステー
ジ」を実施（12月17日～25日）

12日　●ツキノワグマ出没警戒情報の発
令

16日 ●G7教育大臣会合の開催決定（11
月９日：G7富山・金沢教育大臣会
合石川県推進協議会の設置、第１
回協議会の開催、12月26日：第２
回協議会の開催）

 17日 ●北陸新幹線金沢・敦賀間リレーウ
ォーク（～18日、24日～25日）

 18日 ●白山国立公園指定60周年記念事
業（10月30日、11月12日）

 24日 ●共生社会づくり県民フォーラム

 25日 ●石川県防災総合訓練

  ●石川県障害者ふれあいフェステ
ィバル

 
28日 ●肥料・飼料価格高騰に対する支援

の開始

  ●「ふるさと石川の環境を守り育て
る条例」の改正

 29日 ●アジア・パシフィック・カヌースプ
リント大会（～10月２日）

 30日 ●「石川県環境総合計画」の改定

  ●県庁グリーン化率先行動プラン
の改定

広上淳一氏のOEKアーティスティック・リーダー
就任（１日）　記念公演（18 日）

G7 教育大臣会合の開催決定（16 日）
G7 富山・金沢教育大臣会合石川県推進協議会の
開催（第１回：１１月９日、第２回：１２月２６日）

石川県成長戦略会議の設置（５日）

　16 日、2023 年の G7 広島サミ
ットに合わせて開催される、教育
大臣会合の富山県および石川県で
の共同開催が決定しました。
　11 月９日には第１回、12 月 26
日には第２回 G7 富山・金沢教育大
臣会合石川県推進協議会を開催し、
会合当日までの取組について議論
しました。

　今後 10 年間の石川県の進むべき方向性を示す「石川県成長戦略（仮称）」
を策定するため、石川県成長戦略会議を設置しました。
　会議には、県内外の各界の代表者にご参画をいただき、計画の策定に向
けた議論を行っていきます。

　１日、指揮者の広上淳一氏が、オーケストラ・アンサンブル金沢のアー
ティスティック・リーダーに就任しました。
　広上氏は、オーケストラ・アンサンブル金沢とは、2003 年以降、定期
公演や「いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭」などで多数共演しています。
　18 日には、広上氏の指揮、オーケストラ・アンサンブル金沢の演奏によ
る就任記念公演を開催しました。

北陸新幹線金沢・敦賀間リレーウォークの開催（17 ～ 18 日、24 日～ 25 日）

白山国立公園指定 60 周年記念事業（18 日、10 月 30 日、11 月 12 日）

アジア・パシフィック・カヌースプリント大会（29 日～ 10 月２日）

　17 日、北陸新幹線の延伸区間である金沢・敦賀間を歩く「北陸新幹線 金沢・敦賀
間リレーウォーク」を開始しました。
　この取り組みは、北陸新幹線県内全線開業に向けた気運醸成を図るため、石川県と
福井県が連携して企画し、石川県では 17 日、18 日、24 日、25 日の４日間で金沢駅
から福井県との県境まで、新幹線の沿線をのべ約 400 名の参加者がリレー形式で歩い
てつなぎました。

　白山国立公園は、白山を中心として、石川を含む４県をまたぎ南北 40km、東西 30km にわたる山岳自然公園で、
昭和 37 年に国立公園に指定されてから本年、指定 60 周年を迎えました。
　60 周年の節目にあたって、その記念事業として、白山の魅力を堪能できるさまざまなイベントを開催しました。

　29 日から 10 月２日までの４日間、東京オリンピック・パラリンピック後、国内初開催となるカヌーの国際大会、
アジア・パシフィック・カヌースプリント大会を小松市の木場潟カヌー競技場で開催しました。
　日本を含め８つの国・地域から約 120 人が参加し、さまざまな種目で熱戦が繰り広げられました。
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10

October

10月の
主な出来事
  ●「食品ロス削減月間（10月）」におけ

る県の取り組み
  ●「不法投棄等防止強化月間（10月）」

における隣県と連携した取り組み
 １日 ●いしかわ百万石文化祭2023開催

に向けた気運の醸成
   アンバサダーの就任
   カウントダウンボードの設置（14

日～）
   １年前プレイベント（15日、16日、

11月20日）
  ●石川県摂食障害支援拠点病院の

指定
 ３日 ●「石川県ひきこもり支援拠点（能登・

加賀）」の開設
 ５日 ●金沢城二の丸御殿仮囲いを活用

した障害者アートの展示「Sociai 
Art Museum」（～令和5年11月
26日）

  ●食品王国いしかわ百万石マルシェ
 ７日 ●石川県デジタル化推進会議の創

設
  ●デジタル化に向けた庁内の体制

強化（県CDOの任命）
  ●住まいの省エネ促進事業費補助

金制度の創設
  ●いしかわ次世代産業創造ファンド

採択企業取組発表会
 ８日 ●いしかわ介護フェスタ
  ●金沢城シンポジウム「金沢城の御

殿空間－江戸後期の二ノ丸御殿
－」

 10日 ●「いしかわゼロカーボンの日」関連
イベント

  ●いしかわカーボンニュートラル市
町推進会議

  ●「いしかわECOアプリ」リニューア
ル

 11日 ●金沢芸妓の舞（～３月23日）
  ●全国旅行支援「いしかわ旅行割」キ

ャンペーンの実施（～令和５年６月
30日）

13日  ●知事懇談会の開催（岐阜県知事、
27日：富山県知事、11月２日：福井
県知事）

 15日 ●第43回石川の農林漁業まつり（～
16日）

  ●金沢城公園二の丸情報館開館・御
城印販売開始

  ●金沢城スペシャルガイドツアー（～
11月11日（10回開催））

 16日 ●「いしかわ文化の日」「いしかわ文
化推進期間」に各種事業を実施（～
11月３日）

  ●「道の駅学生アートプロジェクト」試
作展示（～11月30日）

 18日 ●「輝く女性の活躍を加速する男性
リーダーの会」地域シンポジウム

  ●中村留精密工業㈱増設表明
20日 ●ミュージアムツーリズム事業の開催

（21日、25日、11月6日、20日、21
日、12月3日）

  ●「いしかわ女性が輝く企業創造塾」
の開講（～令和５年２月14日）

23日 ●ISHIKAWA URBAN SPORTS 
PARKS 2022

27日 ●石川県産業振興指針検討委員会
の設置

28日 ●「獲れたて直送！石川のさかな」首
都圏PRイベント

  ●第69回日本伝統工芸展金沢展（～
11月６日）

29日 ●県立能楽堂開館50周年記念式典
  ●公益財団法人いしかわ女性基金

設立30周年記念式典

石川県デジタル化推進会議の創設（７日）

　本県のデジタル化の推進に向けて、知事及び県内市町長で構成する「石
川県デジタル化推進会議」を創設しました。デジタル技術を活用し、地域
課題の解決や行政サービスのデジタル化等に対して、県と市町が連携して
取り組んでいきます。

いしかわ百万石文化祭 2023
アンバサダー等の就任
　令和５年 10 月から開催される第 38 回国民文化祭及び第 23 回全国障害
者芸術・文化祭であるいしかわ百万石文化祭 2023 を県内外に幅広く広報・
PR するため、１日、石川県ゆかりの著名人６名が大会のアンバサダーとし
て就任しました。

　みなさんには、イベントへ
の参加や SNS などを通じた大
会の魅力発信に協力していた
だいています。

「いしかわゼロカーボンの日」関連イベントの開催
いしかわカーボンニュートラル市町推進会議の開催（10 日）

いしかわ百万石文化祭 2023 カウントダウンボードの設置（14 日～）
１年前プレイベントの開催（15 日、16 日、11 月 20 日）

　県では、令和４年を「いしかわカーボンニュートラル推進元年」と位
置づけ、2050 年までに県内の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする目
標を掲げています。
　また、県民の皆さんにカーボンニュートラルについて考えてもらうこ
とを目的に、10 月 10 日を「いしかわゼロカーボンの日」と定めました。
　本年 10 月 10 日には、県内の市町や大学生が参加して今後の取り組み
について話し合う「いしかわカーボンニュートラル市町推進会議」を開
くとともに、親子で参加できる体験型のイベントを開催しました。

　また、家庭での日々のエコ活動による二酸化炭素の削
減効果や節約金額の目安などを見える化し、省エネ活動
実践のきっかけをつくる「いしかわ ECO アプリ」を、
10 日にリニューアルし、新たにグリーンスポット（＝
環境に配慮した行動を呼びかけている協力店）の取り組
みを開始しました。

　いしかわ百万石文化祭2023
の開催１年前となる、14 日、
カウントダウンボード除幕式
を開催しました。カウントダ
ウンボードは、金沢駅のほか、
県庁、空港にも設置していま
す。

　また大会開催に向けた気運の醸成のため、１年前プレイベントを、15 日
に能登、16 日に金沢、11 月 20 日に加賀で開催しました。
　プレイベントでは、和太鼓などのステージパフォーマンスや、アンバサ
ダーによるトークショー、障害者アート作品の展示などを実施しました。

＜トークショー＞

＜アンバサダーに就任した篠井英介さん、寺島拓篤さん、新田さちかさん＞

＜辰巳琢郎さん（写真右）＞

＜若村麻由美さん（写真中）＞

＜田中美里さん（写真右）＞

＜作品展示＞＜ステージパフォーマンス＞
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金沢城公園二の丸情報館開館・御城印販売開始（15 日）

輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会地域シンポジウム（18 日）

「いしかわ女性が輝く企業創造塾」の開講（20 日～令和５年２月 14 日）

ISHIKAWA URBAN SPORTS PARKS 2022（23 日）

県立能楽堂開館 50 周年記念式典・記念能（29 日）8）

　15 日、金沢城二の丸御殿の復元整備の気運
醸成・情報発信のため、券売所として使われ
ていた二の丸案内所を改装し、「二の丸情報館」
として開館しました。
　また、情報館の開館に合わせて、来城の記
念品「御城印」の販売を開始し、当日は、情
報館の開館と御城印の販売開始を記念してセ
レモニーが開かれました。

　20 日、企業における女性の活躍推進に向けた取り組み
を後押しするため、「いしかわ女性が輝く企業創造塾」を
開講しました。
　本塾は、西垣副知事を塾長とし、県内外の先進企業の
事例研究とグループ討議を通して女性活躍推進のノウハ
ウを学び、自社の課題に即したオリジナルのロードマッ
プを作成する全６回の講義となっています。

　18 日、県立音楽堂で、「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」地域シンポジウムを開催しました。
　このシンポジウムは女性活躍の機運醸成を図るもので、基調講演と、西垣副知事・県内企業リーダーによるパネル
ディスカッションが行われ、県内外の企業の経営者等、約 320 名が参加しました。

　23 日、金沢港クルーズターミナルで、アーバンスポーツの祭典「ISHIKAWA URBAN SPORTS PARKS 2022」を開
催しました。
　会場では、スケートボードと BMX のパフォーマンスや、本県出身の世界で活躍する BMX ライダー・宇野陽介さ
んによるライドショーが行われ、目の前で披露される迫力ある技に、大きな歓声が上がりました。
　そのほか、ストリートダンスやボルダリング、スケートボードなど、アーバンスポーツを代表する６つの競技の体
験会が行われました。

　29 日、県立能楽堂開館 50 周年を記念して、記念式典および記念
能を開催しました。
　記念能では、能２番「羽衣・バンシキ」、「鞍馬天狗・別習」と、
狂言１番「朝比奈」を上演し、開館 50 周年を祝いました。

「獲れたて直送！石川のさかな」首都圏 PR イベント（28 日）

　28 日、石川の新鮮な水産物
の魅力を首都圏在住の消費者
や、料理人・流通事業者に PR し、
本県水産物の更なる販路拡大や
消費拡大につなげるため、東京
駅で「獲れたて直送！石川のさ
かな」首都圏 PR イベントを開
催しました。
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11

Novem
ber

11月の
主な出来事
 １日 ●いしかわパープルリボンキャンペ

ーン2022（～30日）

  ●児童虐待防止オレンジリボンキ
ャンペーン（～30日）

  ●いしかわ教育ウィーク（～７日）

 ６日 ●いしかわ食のてんこもりフェスタ
2022

 ７日 ●台湾からの個人旅行早期回復に
向けた現地メディア招へい（～11
日）

 ９日 ●アパレル産業連絡懇談会（～10
日）

 13日 ●南加賀道路（加賀市熊坂町～細坪
町間）開通式

15日 ●いしかわ百万石文化祭2023 ラ
ッピングバス出発式・オフィシャ
ルサポーター就任

16日 ●令和４年暴力団追放石川県民大
会

18日 ●いしかわエコデザイン賞2022の
贈賞

19日 ●金沢外環状道路海側幹線（金沢市
大河端町～福久町間）開通式

20日 ●子育て支援メッセいしかわ2022

23日 ●石川県原子力防災訓練

26日 ●スポーツによる地域活性化推進
事業～いしかわ筋肉増強キャラ
バン～（12月３日、12月10日）

  ●被害者支援県民フォーラム2022

29日 ●いしかわ百万石文化祭2023　
大会旗展示及びカウントダウンボ
ード点灯式

  ●石川県交通安全県民大会

30日 ●石川県並行在来線経営計画（金沢
以西延伸）の策定

南加賀道路（加賀市熊坂町～細坪町間）開通式
（13 日）

いしかわ食のてんこもりフェスタ 2022（６日）

台湾からの個人旅行早期回復に向けた現地メディ
アの招へい（７～ 11 日）

いしかわ百万石文化祭 2023 ラッピングバス出発式・オフィシャルサポー
ター就任（15 日）
大会旗展示・カウントダウンボード点灯式（29 日）

　南加賀道路は、北陸自
動車道小松 IC から加賀温
泉郷を経て加賀 IC に至る
総延長 28km の幹線道路
です。
　新たに、細坪町から国
道８号に接続する熊坂町
間の 1km が完成し、13 日、
開通式を行いました。
　これにより、北陸自動
車道の加賀 IC から国道８
号を介さずに、山代温泉
や山中温泉にアクセス出
来ることとなり、加賀温
泉郷をはじめとする南加
賀地域の更なる活性化が
期待されます。

　７日から 11 日にかけて、
新型コロナウイルスの影響に
より落ち込むインバウンドの
早期回復を目指し、台湾の現
地メディア関係者を招いた県
内の観光ツアーを開催しまし
た。

　６日、いしかわ四高記念公園を会場に、いしかわ食のてんこもりフェス
タを開催しました。
　会場では、能登丼や金沢カレーをはじめとする県内のご当地グルメが大
集合し、訪れた人にテイクアウトで提供されました。

　15 日、いしかわ総合スポーツセンターで、「いしかわ百万
石文化祭 2023」ラッピングバスの出発式を開催しました。
　出発式には、同日に大会のオフィシャルサポーターに就任
した県内民放テレビ局などのアナウンサーも出席しました。
　ラッピングバスは、大会が終了する令和５年 11 月 26 日
まで、金沢市内を中心に運行し、国内最大の文化の祭典を
PR していきます。

　また、29 日、県庁１階エントランスで、令和４年度開催地の沖縄県から引き継いだ大会旗のお披露目と、カウン
トダウンボード点灯式を実施しました。

金沢外環状道路海側幹線（金沢市大河端町～福久町間）開通式（19 日）

　金沢外環状道路海側幹線は、山側幹線と一体となって金沢都市圏の外郭を形成し、能登・金沢・加賀を連結し、広
域交流を促進するとともに、金沢港と北陸自動車道や小松空港などへのアクセス強化、国道８号など周辺道路の慢性
的な交通渋滞の緩和等を図る、重要な幹線道路です。
　金沢市大河端町～福久町間の３.2km について、平成 24 年度より整備を進めており、19 日、開通式を行い、暫定
２車線で供用しました。
　引き続き、４車線での全線供用に向けて、整備を進めていきます。
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12

Decem
ber

12月の
主な出来事
 １日 ●プレミアム・パスポートのデジタル

化

  ●「いしかわウォームシェア」の実施
（～令和５年３月31日）

  ●㈱フェローテックマテリアルテク
ノロジーズ増設表明

 ３日 ●のと里山海道４車線化（羽咋市柳
田町地内）完成式

 ５日 ●村本義雄氏を「石川県トキスーパ
ーバイザー」に委嘱

 13日 ●森ひかる選手、宇山芽紅選手へ
石川県スポーツ特別賞を贈呈

 19日 ●石川県自転車の安全で適正な
利用に関する条例の制定

プレミアム・パスポートのデジタル化（１日）

のと里山海道４車線化（羽咋市柳田町地内）
完成式（３日）

村本義雄氏を「石川県トキスーパーバイザー」に委嘱（５日）

森ひかる選手、宇山芽紅選手へ石川県スポーツ特別賞を贈呈（13 日）

石川県自転車の安全で適正な利用に関する条例の制定（19 日）

　1 日より、これまで紙で発行していたプレ
ミアム・パスポートをデジタル化しました。
　プレミアム・パスポートは、妊娠中の子も
を含めて 2 人以上の子どもがいる家庭に発行
されます。パスポートを協賛店舗で提示する
と、割引等の特典が受けられます。

　５日に、長年、トキの保護活動に尽力されている村本義雄氏を「石川県トキスーパーバイザー」に委嘱しました。
今年８月に、能登地域が放鳥候補地として選定され、早ければ令和８年度となる放鳥に向けて、県では環境整備を進
めています。
　村本氏からは、トキの生息環境の整備や観察マナーの啓発などについてアドバイスをいただくことにしています。

　３日、のと里山海道４車線化（羽咋市柳田町地内）完成式を行いました。
県では、平成 27 年度より柳田 IC から上棚矢駄 IC 間の４車線化事業に取
り組んでいます。このたび新たに１．7km の区間が完成し、両 IC 間
９.6km のうち、6.1km が４車線になりました。
　残る区間についても、能登と金沢のアクセス向上のため、整備を進めて
いきます。

　13 日、世界トランポリン競技選手権大会で、女子個人
競技と女子シンクロナイズド競技で金メダルを獲得し、
２冠を達成した森ひかる選手と、同じく女子シンクロナ
イズド競技で金メダルを獲得した宇山芽紅選手へ、石川
県スポーツ特別賞を贈呈しました。
　贈呈式では、知事から賞状と副賞、記念品が手渡され
ました。両選手はそれぞれ、感謝や今後への意欲を述べ
ました。

　19 日、自転車利用者が加害者となる事故が後を絶たず、高額賠償が請
求される事案も発生していることから、「石川県自転車の安全で適正な利
用及び活用の推進に関する条例」を制定しました。
　本条例は令和５年４月１日より施行され、施行により、自転車保険への
加入やヘルメットの着用、定期的な自転車の点検・整備を推進することに
しています。
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石川県旗
（昭和47年10月1日制定）

「石川」の文字と石川の地形をデ
ザイン化したものです。地色の
青は、日本海と豊かな緑・清い
水・澄んだ空気という石川の恵
まれた自然環境を表しています。

県の木　あて
（昭和41年10月1日指定）

緑の環境づくりと木を愛する心
を広めようと、県民のみさなん
から募集して定めました。能登
地方に多く生育するヒノキアス
ナロで、北陸地方では「あて」
と呼んでいます。家具や建築
材、輪島塗の素材にも多く使わ
れています。

郷土の花　クロユリ
（昭和29年3月19日）

NHKが「郷土の花」として選ん
だもの。白山の弥陀ヶ原、室堂
平（標高2,300〜2,500メートル）
付近に多く自生しています。風
雪に耐えて咲くかれんな姿は、
広く県民から親しまれています。

県鳥　イヌワシ
（昭和40年1月1日指定）

白山連峰に生息する日本最大級
のワシで、英語でジャパニー
ズ・ゴールデン・イーグルと呼
ばれています。翼を広げると２
メートルにもなる雄々しい姿と
勇猛果敢な性格は、ますます躍
進する石川県を象徴しています。
撮影：須藤一成

30



2022
県政記録いしかわ




